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企業不祥事、不正を目の当たりにし、各企業がコンプライアンスを重視し、その逸脱が
ないよう各種監査を含めたモニタリング機能に資源配分を行き渡らせることは、社会的
要請に応えるために必要なことです。また、J-SOXの適用により、財務報告の信頼性
の確保に大きなリソースを割くことも必要となりました。しかしながら、内部統制のフレー
ムワークでいえば、財務報告の信頼性や事業活動にかかわる法令遵守のためだけに内
部統制があるのではなく、業務の有効化および効率化という目的も忘れてはなりません。
組織体全体のモニタリング機能の効率化を図りながら、業務の有効性・効率性を向上
させる必要があります。

“Dash Board”を活用して、モニタリング機能の重複など非効率な状況がないかを確認
し、是正の必要があれば改善して、 “Dash Board”自体も常に見直していくことが重要
です。
実際には、グループ企業の被監査会社にとって、執行部門のモニタリングと独立機関
のモニタリングには大きな違いはありません。つまり、本社の総務部が実施するコンプ
ライアンス監査も内部監査部門が実施する内部監査も、同様に本社からのモニタリン
グであると理解されます。
“Dash Board”の活用により、モニタリング機能の全社的構成に是正が図られた後でも、
被監査会社がモニタリングを受ける際に、さらに負担を軽減できる可能性があります。

次のページから、執行部門および独立機関のモニタリング機能を対象に、効率的なモ
ニタリング機能を実現するための施策「統合内部監査」について解説します。
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会計監査
ISO監査
カスタマー品質監査
カスタマー環境監査　等

外部監査

会計監査
ISO監査
カスタマー品質監査
カスタマー環境監査　等

2. 統合内部監査

リスクの把握と内部統制の整備・運用状況のアカウンタビリティーが増すたびに、経営
者は新たなモニタリング機能を組織に投入してきました。その結果、大企業の関係会社
は、年間を通して多数の監査を受けており、その対応のために多大なリソースを費やし
ています。その効果を肯定的に評価する一方で、日常業務に支障をきたしていると不満
の声が聞こえてくるのも事実です。
監査には、法定／任意、社内の監査人が実施するもの／社外の監査人が実施するもの
など、さまざまな種類がありますが、所管部門がそれぞれの要請に基づき、個別に監査
を実施していることが、被監査会社にとって、負担が増える根本的な原因であると思わ
れます。
また、ジョイントベンチャーなどの海外関係会社では、日本側で監査するだけでなく、
現地の出資側も監査をすることから、被監査会社の負担がさらに増加しているケースが
あります。
このような多様な監査を統合することによって、より効率的な監査機能の実現を目指す
ことが統合内部監査の目的です。

それぞれの監査には所管部門があり、監査人には監査ごとの専門性が必要とされます。
1つの部門がすべての監査業務を担おうとすると、その部門の陣容は肥大化してしまう
ため、現実的な対応とはいえません。所管部門は別々のままでも、社内の監査業務の
交通整理を行い、監査業務の窓口となる部門があれば、監査機能が効率化し、被監査
会社の負担も軽減されるはずです。
この役割を担う能力と経験が、内部監査部門に求められているといえます。
しかし、監査業務全般を内部監査部門が担うには、内部監査部門の責任と分掌業務が
増大しますので、この変革には経営者の理解とコミットメントが必要となります。

♦被監査会社が抱える問題点

♦内部監査部門がイニシアチブをとり、
　本社窓口として一本化することが効果的

Step 1  One Window化
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（2）効率化のための施策

（1）被監査会社の現状
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内部監査 コンプライアンス J-SOX 品質保証 安全・環境 会社単位 監査計画

XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX XXXX 総合評価
A社 H M H H H H M M H M H 毎年
B社 H H H H M H H 毎年
C社 M M H M M M L L M M M 2年
D社 M L M M M M L M M M M 2年
E社 L L H H M M L L L L M 2年
F社 L L M L M L M L L L L 3年

対象監査毎総合評価 M H M L M

高

高

中

中

低

低

統制の自己評価（Control Self Assessment: CSA ）は、執行部門（被監査会社）の
モニタリングツールであるとの位置付けが一般的です。しかしながら、これを有効に活
用することで、監査手続の効率化を図ることができるため、CSAも統合することで、よ
り効率的な運用を目指すべきです。これを実現するためには、独立機関のモニタリング
機能としてのリスク評価までを含めた、チェックシートによる自己評価手続が有効です。
多様な監査の要求事項をいかに共通化したチェック項目にまとめられるかが、統合CSA
の開発のキーポイントとなります。
One Windowとして、内部監査部門がこの統合CSAの開発・メンテナンスの役割を担
うことになります。

♦統合CSA　チェックシート例

Step 2  統合CSAの開発

Step 2のCSAチェックシートにリスク評価欄を設けます。被監査会社と監査の所管部
門（内部監査部門およびコンプライアンス監査等を実施する他の部門）が、それぞれリ
スクを評価することができるように評価欄を2つ用意します。評価は、左図のような「リ
スク重要度マトリックス」を念頭に置いた、リスク評価基準に基づき実施します。被評
価会社の自己評価を参考に、最終的なリスク評価は所管部門が行うべきでしょう。
リスク評価の結果を、監査機能・被監査会社ごとにまとめ、これに基づいた往査計画
を立てます（下図参照）。これはリスクが高い被監査会社、監査対象に重点的に往査
リソースを配分するためのリスクアプローチで、リスクの評価結果と往査の深度・頻度
に相関関係を持たせることが原則となります。しかしながら、J-SOXなどの法定手続の
場合には、リスクの評価結果のみならず、法が要請する深度・頻度（低リスクでも毎
年実施しなければならない場合もあります）も考慮しなければなりません。また、往査
の頻度の決定には、監査の効率性の追求だけでなく、監査の有効性の維持も考慮しな
ければなりません。

Step 3  リスク評価に基づく監査計画の立案
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高
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♦リスク重要度マトリックス

♦リスク評価を基にした往査計画例

リスク評価の結果により、往査の内容（深度）、頻度を決定する

評価対象 評価項目
監査機能 リスク評価

内部監査 コンプライアンス J-SOX 品質保証 安全環境 1次評価 2次評価

経営全般 会議体 経営者による下記の項目に関する
業績検討会を開催しているか
①財務数値
②営業実績
③品質管理
④安全環境

　 …

○
○

○

○
○

低
低
中
低

低
低
高
低

社内規程 規程管理規程があるか
規程一覧表を作成しているか

　 …

○
○ ○ ○ ○ ○

中
低

中
低

文書管理番号 A-0001

会社名

作成者 作成日

XX部　XXXXX YYYY/MM/DD



PricewaterhouseCoopers 5

内部監査部門にすべての監査機能の専門家を常勤させることは、現実的な対応ではあ
りません。必要なリソースがさまざまな部門にまたがる場合には、往査に必要な監査機
能を満たすリソースを往査単位で編成していくことが必要です。
リソースは、社内のみならず、不足している場合は、外部リソースの活用も検討すると
よいでしょう。

Step 4  混成往査チームの編成

「（1）被監査会社の現状」で述べたとおり、特に海外のJV関係会社では、現地出資者
側も日本企業と同様に各種監査を実施する必要があり、被監査会社の負担は100％子
会社より重くなることがあります。日本企業に限らず、グローバル企業で監査業務が増
加傾向にある今日、監査の効率化にはグローバルな協力体制が必要となっています。

JV契約を締結する際、または既存のJV契約を見直す際に、下記のような事項を織り込
むことを検討する必要があります。
●出資比率が50％以上のJV
　　任意監査を出資者間で年次輪番制とする
　　監査結果を出資者間で共有する
●出資比率が50％未満のJV
　　法定または必要な任意監査権限の留保

Step 5  ジョイントベンチャー（JV）における監査の統合

統合内部監査の統合には2つの意味があります。
　1. 多種多様な監査機能を統合する
　2. 従来からある監査の手法（CSA）、リスクアプローチ等の手法を統合して活用する
そして、その目的は
　統合することによって、より効率的な監査機能の実現を目指すことです。

コーポレート
リスク

マネジメント
不正の調査
および予防

安全環境
部門

コンプ
ライアンス

海外監査
スペシャリスト J-SOX対策

技術部門

QA部門

IT専門家

内部監査部門
コア・コンピ
テンシー

♦他部門・外部との連携

必要な専門スキルの棚卸

スキルを持つ専門グループの編成

専門グループの動員方法の確立

※テーマごとの連携を考えることが重要

（3）統合内部監査のコンセプトのまとめ



あらた監査法人のご紹介

あらた監査法人は、卓越したプロフェッショナルサービスとしての監査を提供することを
ミッションとし、世界最大級の会計事務所であるプライスウォーターハウスクーパースの
手法と実務を、わが国の市場環境に適した形で提供しています。さらに、国際財務報
告基準（IFRS）の導入、財務報告に係る内部統制、また株式公開に関する助言等、
幅広い分野でクライアントを支援しています。

〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号
住友不動産汐留浜離宮ビル
TEL: 03-3546-8450（大代表）

お問い合わせ
aaratapr@jp.pwc.com

© 2010 PricewaterhouseCoopers Aarata. All rights reserved. “PricewaterhouseCoopers” refers to PricewaterhouseCoopers Aarata or, as the context requires, 
the PricewaterhouseCoopers global network or other member firms of the network, each of which is a separate legal entity.

www.pwcaarata.or.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting true
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


